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江川 太 郎左衛 門、 名は英 竜、 号は坦 庵、 字 は 九 淵 世々 

韮 山の 代官であって、 高 島 秋 帆の 門に 入り 火 術の 蘊奥 

を 極 わめた 英傑、 和漢 洋の 学に 秀で、 多くの 門弟 を 取 

り 立てた が、 中に 二人の 弟子が 有って 出藍の 誉を 謳わ 

れた。 即ち、 一 人 は 川路 聖謨、 もう 一 人 は 佐 久間象 山 

であった。 象 山の 弟子に 吉田松 陰が あり、 松 陰の 弟子 

に は 伊藤、 井上、 所謂 維新の 元勲が ある。 

所で 江川 太 郎左衛 門に は 一 人の 異色 ある 弟子が あつ 

かねもち なの 

た。 それ は 金 限の 御家人の 枠で、 宫河雪 次 郎と宣 る 男 



櫓柴を 得た 秀吉 は、 勿論 非常に 喜んだ が、 そういう 

名器であって 見れば、 迂 潤に 左右に 置く こと も出来ぬ。 

で、 利 休へ 預けた ので ある。 

常時 〔# 「常時」 は ママ〕 利 休 は 茶 博士と して 生きな 

がら 居士 号 を 許された 名家、 且は 秀吉の 師匠で はあり、 

城内に 屋敷 を 賜わ つ て 並び無き 権勢 を 揮って いたが、 

名器 櫓柴を 預かって 以来、 度々 怪異に 襲われる ように 

なった。 

或 夜、 利 休 は 供 も 連れず 静かに 庭 を 彷徨って いた。 

さびと 豪奢と を 一 つに 蒐め、 彼 自ら 手 を 下して 造り 上 

げたと ころの 庭で あるから、 一本の 木に も 一 坐の 山に 



も 悉く 神経が 通って いる。 

ちん 力す 力 

彼 は亭の 前まで 来た、 其 横手に 石燈 籠が 幽に 一基 

燈っ ている。 

「はて」 と 不思議 そうに 眩き 乍ら、 彼 は 其 前に \ィ ん だ。 

ど う 考え て も 其 辺に 石燈 籠が ある わけが 無 い 。 其処に 

は 燈籠は 置かなかった 害 だ。 そこに 燈 籠の あると いう 

こと は、 彼の 流儀に 反して いる。 

で 彼 は 小首 を 傾げながら、 何時 迄 も 其 前に 立 つてい 

た。 

すると、 あやしく も、 燈 籠の 火が、 次第々々 に 明る 

くな り、 空に 太陽で も 出た かの ように 庭 一面 輝き渡つ 



「解った」 と 秀吉は 性急に 云った。 「草 を 分けても 探 

がし 出し、 引 捕らえて 罰せず ばなる まい ぞ！」 

「あいや 暫 らく」 と 夫れ を 聞く と、 利 休 は 急いで 手 を 

揮った。 「ちと 浅慮 かと 存 せられ まする」 

「なに、 浅慮 じ や？ この 秀吉 を！」 

「過言 はお 許し 下さい ますよう。 名に 負う 左様な 不敵 

の 人間、 まして 術 者と ござり ますれば、 不礼を 咎めて 

罪する よりも、 恩 を 掛けて お 味方に 付け …… 」 

「何 かの 役に立て ろと 云う か？」 

「仰せの 通りに) 」 ざり まする」 

「利 休、 今日より 茶 を 止めい！」 



噂 は 事実で ございました。 九郎 右衛門の 死後 その 手 

記に、 その 事実が 記されて あった そうです ご 〔# 「そう 

です ご」 は 底本で は 「そうです ご ：- 

以上 は 「緑林 黒白」 中の、 逸話の 一 節 を書換 たもの 

であるが 此時は 既に 九郎 右衛門 は 七十 一 歳に な つてい 

たそうで、 其の 老体 を 持ちながら それ 程の 働きの 出来 

た 所 を 見る と、 確かに 居 合 は 名人であった らしい。 

さて しかも 

偖、 それほどの 剣 技 を 持ち、 加 之 忍術の 達人た る 彼 



九郎 右衛門 は 其 壮年 時代 を II 特に 海上 雄飛 時代 を、 

まこと 

どんな 有様で 暮らしたろう？ それ こそ 洵に聞 物で 

ある。 そして 夫れ こそ この 私が 語り 度い と 思う 題目な 

ので ある。 

元 和 元年 八月 二十四日に —— 信 長、 秀 吉の殊 寵を受 

け、 わけても 関白 秀吉の 為め に は、 朝鮮 征伐の 地勢 調 

査 として 自ら 韓人に 変装し、 慶尚、 京 幾、 平壌な ど を、 

つまびら 

詳 かに 探って 復命した ほどの、 大 貿易商で ぁリ 武人 

である 所の —— 島 井 宗室は 病歿した。 享年 七十 七で 

あった。 

遺命 を 受けた 九郎 右衛門が 、 宗室 の 次子 を 家督 に 据 



郎 右衛門の 心を曳 いた。 その 次に 彼 を 驚かせた の は、 

かん ぼ じ や 

少年の 着て いる 衣裳であった。 その 衣裳に は 柬埔寨 国 

の 王室の 紋章が 散らして ある。 

曾て、 九郎 右衛門 は 柬埔寨 へ も、 一二 度 往復した こ 

とがあって、 可成 リ 国語に も 通じていた。 

で 彼 は 少年へ 話しかけた。 

その 結果 彼の 知った こと は、 その 少年 こそ 柬埔寨 国 

の 皇太子で あると いう こと や、 其 柬埔寨 国に 恐ろしい 

革命が 起こった という こと や、 その 結果 王と 王妃と が 

憐れに も 牢獄へ 投 せられ、 皇太子の カンポ. コマ だけ 

が、 謀叛 人の 一味に 捉えられ、 此澎 湖島の 岩の 間へ 捨 



を 救い出し、 無事に ご 対面 出来ます ようお 取 計い 致し 

それ 力し 、-? な 力 力 

ましょう。 手近の 浜辺に 某 の 率る 大船 碇泊り して 居 

り ますれば、 まず 夫れ へ ご 遷座な されます よう」 

斯うして 九郎 右衛門 は 皇子 を 背負い、 自分の 船まで 

おもだ 

帰って来た。 そして 船中 主立った 者 を、 窃に五 人 だけ 

呼び寄せて、 其 夜の 出来事 を 物語った。 

それから 九郎 右衛門 は 斯う 云 つ た。 

「何より 先に 呂宋 まで 急いで 船 を やらず ばなる まい。 

そこで 積んで 来た 荷 を 卸し 改めて 柬埔寨 へ 渡る としょ 

ぅぞ」 

「心得 申した」 と 五 人の 者 は、 恭く 一度に 頭 を 下げた。 



え 気が付かなかった。 まして 勿論 その 船が 途中から 航 

路を 西南に 執り、 日本と 正反対の 方角へ、 進んで 行つ 

たという ような 事 は、 考えて 見る こと さえし なかった- 

しかし 御朱印船 宗室丸 は、 コマ 皇子の 駒太郎 や、 頭 

領赤 格子 九郎 右衛門 や、 五十 余 名の 水夫 を 載せて、 船 

脚 軽く 堂々 と 柬埔寨 国 へ 進んだ のであった。 

そうして、 それ以来、 宗室丸 は、 暫く 人々 の 耳目 か 

ら其踪 跡を晦 ませた のであった。 



赤 格子 九郎 右衛門 教之 は、 衛兵 数人 を 切リ仆 し、 力 

ンボ. コマ 皇子 事 駒 太郎を 連れて、 柬埔寨 国の 王宮の 

中へ、 門を排 して 突入った。 

その 時の 事 を 「緑林 黒白」 に は 次の ような 文章で 書 

き 記して ある。 

「門ヲ 入 レバ 内庭 二 シテ、 四辺 闐寂 人影 無シ、 中央 二 

大池 ァリ。 奇巌 怪石 岸 二 聳チ、 一 切 前景 ヲ遮ル ァリ、 

両人 即チ 池ヲ 巡リ、 更ニ 森林 ノ奥ニ 迷フ。 忽然 茂 ヨリ 

走リ出 デ九郎 右衛門 二 向 カッテ 跳躍 スル モノ ァリ。 一 

個 獰猛 ノ大豹 二 シテ、 白 P- 一閃 大地 ニ横仆 ヮル。 林ヲ 

出デ、 奥庭 二 入リ、 廻廊 ヲ巡リ 巨 塔 ノ前ニ 現ル。 衛兵 



で、 此時も 邸へ 招いて、 彼の 口から 語り 出される 壮 

快 極 わ まる 冒険談 を 喜んで 聞いた という ことで あるが、 

其 時 座中に は 堀 田 正 俊 だの、 阿部豊後守 忠秋 だの、 又 

は 河村瑞 軒な どと いう、 一代の 名 賢 奇才な どが、 臨席 

していた と いう ことで ある。 

「其方 程の 剛の者に は 恐ろしい と 思うた 事な ど は、 曾 

て 一度 も あるまい の？」 ふと 忠清は 話の ついでに 斯う 

九郎 右衛門 〔# 「九郎 右衛門」 は 底本で は 「九 郎付衛 門 匕 

に 訊いて 見た。 

すると、 九郎 右衛門 は、 大きな 眼 を、 心 持 細く 窄め 

たが それ は 過ぎ去った 遠い昔 を、 想い 返え そうとする 



表情な ので もあろう。 

「仲々 もって 左様な 事 …… 」 

と、 謙遜に 彼 は 首 を 振った が、 

「取り分け 香港に 於き まして、 〈黒 仮面 船〉 の 猛者 ども 

に、 おつ 取り巻かれました 其 時 は、 此九郎 右衛門 心の 

底より 恐ろしく 思いまして ござります」 

「なに、 香港の 〈黒 仮面 船〉 とな？ それ は 一 体 何者 

じ やな？」 

r 不思義 な 海賊に ござります」 

「ほほう 海賊？ 支那の 海賊 かな？」 

「ところが、 支那 人で は ござり ませぬ」 



ご 承知の 通り 香港 は、 支那 大陸の 九 竜と は 指呼の間 

に ござりまして、 小さい 孤島で は ござり ますが、 其 湾 

内 は 東洋 一、 水深く 浪 平に、 誠に 良港で ございま すの 

で、 各国の 船 は 必ず 一度 は、 其処へ 泊まる ので ござい 

ま ^9 

と は 云え 気候 は 極 わめて 熱く、 悪疫 四方に 流行し、 

し 力 も 

加 之 土人 は 兇悪 惨 暴、 その上 陸地 は 山ば かりで、 取り 

処の 無い 島と も 云えましょう。 併し、 港の 近傍に は 無 

数の 人家 軒 を 並べ、 酒店、 娼家、 喫茶店な ど、 到る 所 

に 立ち並び 繁昌 を 極めて 居りました。 

で、 私と 東 六と は、 その 中で 特に 外見の 好い、 酒店 



へ 這 入って 行きました。 

五 

這 入って 見ます ると、 店の 中 は、 諸国の 水夫 ゃ楫取 

で、 一杯に なって 居りました。 支那の 言葉、 呂宋の 言 

葉、 西班牙の 言葉、 ポルトガルの 言葉 II 色々 様々 の 

国々 の 言葉で、 四辺 は 騒々 しく 活気に 充ち、 何 か 今に 

も 面白い 事件で も、 起こって 来そう に 思われました。 

私と 東 六 は 室の 隅の 丸い 卓子 を 前にして、 所の 名物 

ざくろ 

柘榴酒 を 飲みながら、 四辺の K 子 を 見て 居り ましたが、 



グ ラグ ラ 揺れる では ござり ませぬ か。 

「船 は 今 水の 中に いるの だな」 斯う 思う と 私 は復心 〔# 

「復 心」 は ママ〕 から ぞっとし たので ござります。 それ 

で 私 は 無言の まま 四辺 をグ ルグル 見廻 わしました。 室 

は 狭く はありました けれど 柬埔寨 風に 飾られて あ つ て 

大変 綺麗で ござりました。 

と、 年長の 覆面の 水夫が、 片手 を 上げて 振りました。 

何 かの 合図な ので ござりましょう、 それと 同時に 他の 

水夫 共 は 隣室へ 立ち去って 了い ました。 後に は 私と 年 

長の 水夫ば かりが 室に 残ったので ござります。 

「いざ 先ず 夫れ へお 掛け 下されい」 年長の 水夫 は 斯う 



云い 乍ら 一 つの 椅子 を 進めました ので、 私 は 黙って 腰 

掛けました。 

き つ 

すると、 覆面の その 水夫 は、 私の 腰間の 両刀へ、 屹 

と 両眼 を 注ぎ ましたが、 

「失礼ながら 其 両刀、 天晴 業物で ござりましょう な？」 

と、 意外な 事 を 訊いた ものです。 

「 双方 共彦 四 郎貞宗 の 作、 日本刀での 名刀で ござる」 

「如何で ござろう、 その 名刀 を、 お揮い 下さる こと は 

なりますまい かな？」 —— 「是は 又 異なお 頼み …… な 

れ ども 夫れ だけの 仔細) J ざら ば、 お頼みに 応ぜ ぬ もの 

そ も 

でも ござらぬ。 …… 抑、 相手 は 何者で ござるな？」 — 



I 「国 を 奪い、 人民 を 虐げる 大 悪人で ござります」 — 

I 「ゥ ム、 そのような 悪人な リゃ、 討ち果た すに 異存 

は ござらぬ が …… して 其大虐 無道の 相手 は、 今、 何処 

に 居られます るな？」 「船底に 閉じ込めて ござり 

ます」 —— 「何、 此 船の 底に とな？ これ はこれ は 思 

いも 依らぬ。 然 らば 拙者の 手 を籍ら ずと も、 諸君 方 多 

数の 手に 依って 討ち果たす こと 出来 ましょうに …… 」 

II 「いやいや 彼 は 悪人ながら 剣に かけて は 無双の 達 

人。 それに 多人数 一度に かか リ、 討ち取る こと はなり 

ませぬ」 「それ は 又 何故で ござる かな？」 「私 

共が 主君と 奉め る、 やん ごとな きお 方 様 ご 夫婦に 執り 



ら 切り込んで 来た 太刀 風が、 鋭く 横顔に 感じ ましたが、 

既に 其 時 は 機先 を 制して 私 は 室の 中に 居た のでした。 

そして 私 は 思いました。 恐らく 是迄 の 九 人の 勇士 は、 

この 一刹那の 機 を 誤って、 あの 鋭い 一太 刀の 為め に 空 

しく 生命 を 失った ので あろうと。 

私 は 室の 真中に 呼吸 を 封 じて 立って いました。 是ぞ 

ン つ, 

忍術の 奥 儀の 一 つ、 生身 を 変じて 死 身に する 「封 息」 

の 一手で ございます。 少く とも 左様 やって 呼吸 を 封 じ 

て、 突立って いる 瞬間 だけ は、 人間 を 変じて 木石と も 

為し、 又、 鼠と も 大蛇と も蛛蜘 とも 為る ことが 出来る 

のです。 封 じた 気息 は 遂に は 洩れる！ その 洩れ 



て、 一 人の 大男が 血に 染みながら 床の 上に 斃れ て居リ 

はっき リ まっき J 

ますの を、 私 は 明瞭り 〔# 「明瞭り」 は ママ〕 認めました 

が、 それ こそ 決闘の 相手でした。 

「イルマ 将軍と も 云われた 者が、 いかに 悪行の 酬いと 

しにざま 

は 云え 〔# 「云え」 は 底本で は 「云へ」 r この 死 態 は 何事 

じ や— おお 天晴れな 日本の 勇士！ よく ぞぉ援 

助 下された。 柬埔寨 国の 国王 アラカンが 厚く お礼 を 申 

します ぞ」 

「や！」 と 思わず 此の 私 は、 神々 しい 迄に 威厳の ある、 

其 人の 姿 を 見詰め ましたが 「それで は 貴 郎様は 柬埔寨 

国の アラカン 王 陛下で ござりました か？」 —— 「左様」 



と 其 人 は 頷き ましたが 「そして 此処に 居る 此 婦人 は、 

朕が 連れ合い、 即ち、 王妃！」 

「王 陛下と 王妃 陛下！ ホ ホウ、 左様に ござりました 

か。 さりと も 存ぜず 意外の 失礼、 何卒お 許し 下さり ま 

すよう。 偖、 王 陛下と 承 まわ リ、 お尋ね 致し 度き 一 義 

ござります。 …… 今より 大略 五 年 以前に、 皇太子に お 

わす カンポ. コマ 殿下、 悪人 共の 毒手に 渡り、 お 行方 

不明に なられ ませなん だかな？」 

「おお 如何にも 其 通り、 行方 解らず なり 申した。 …… 

そして 其 行方 を 突き止めて、 コマの 安否 を 知りたい ば 

かりに 叛将 イルマ を 捉えながら 〔# 「捉えながら」 は 底 



本で は 「捉 へながら 匕、 早速に 誅罰を 加えよう ともせず、 

却って 彼の 申し出に 従い 其方 を 加えて 十 人の 勇士 を、 

憎む 可き 彼の 毒刃の 前に、 おめお め 晒した 次第で ござ 

るよ。 と 申す の は 彼の 口から 皇子の 成 行 を 聞きた かつ 

たから じ や …… が 其 希望 も 今 は 絶えて、 イルマ は此通 

リ 死んで 了った！ 語る 可き 口 も 閉じられて 了つ 

た！」 

「あいや 其 儀で ござりましたら、 必ず ご 心配 は ご 無用 

で) ，- ざり ます」 

私 は 思わず 大声で、 斯う 叫んだ ので ござりました。 

驚き 審 かる 両陛下の 前で、 それから 私 は 細々 と カン 



ボ • コ マ 皇子 をお 救助け 致した、 五 年 以前の 出来事 を、 

申し上げ たので ござります o 

此処まで 九郎 右衛門 は 語って 来る と、 感慨 深そう に 

〔# 「感慨 深そう に」 は 底本で は 「感概 深そう に 匕 瞑目した。 

しわぶ き 

そうして 暫く 黙って いた。 一座の 者 も 押し黙って 咳 

一 つ 為る 者 も 無い。 —— 鑣て、 忠清は 斯う 云って 訊い 

た。 —— 

「 …… フ ゥム、 左様 か、 五 年 以前に、 柬埔寨 国の 皇太 

子、 カンポ. コマ 皇子 を 其方が、 お 救助け 致した と 申 

すの じ やな？ 面白そう な 話 じ やの。 それ を 詳細く 聞 



かしてく れい」 

「かしこまりまして) /ざ リ ます」 

其処で 九郎 右衛門 は 改めて、 その 事件に 就いて 物 

語った。 

その物 語 は 既に 以前に、 九郎 右衛門に 代って 此 作者 

が、 大略 書き 綴った 害で ある。 …… 

兎に角、 斯うして 九郎 右衛門 は、 王 ご 夫婦と 皇子と 

を、 お 救助け する ことが 出来た のであった。 親子の 対 

面が 行われた 時、 どんなに 皆が 歓喜した か？ 説明に 

も 及ぶまい。 

間も無く 王朝 は 恢復され た。 そうして 日本と 柬埔寨 



底本 " 「妖異 全集」 桃源 社 

1975 (昭和^) 年 9 月お 日 発行 

初出 ： 「中学 世界」 

1924 (大正^) 年 6 月 

※底本に は 以下に 挙げる ように 誤植が 疑われる 箇所が 

ありまし たが、 正しい 形 を 判定す る ことに 困難 を 感じ 

たので 底本 通りと し、 ママ 注記 を 付けました。 

〇 常時 利 休 は： 「当時」 の 誤植 か、 旧字の 「當」 を 新字 

にす る 時に 間違った 可能性 を 疑いました。 

〇 復心 ： 「腹心」 の 誤植 か。 

は つ きり は つ きり は つ きり 

〇 明瞭り ： 別箇 所に 「明瞭した」 が あり、 「明瞭した」 



はっき 

か 「明瞭り した」 か 判断が つきませんでした。 

入力 ： 阿 和泉拓 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 oo 4 年匸 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



